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生徒一人ひとりが自分の課題とじっくり向き合って学習できる授業を目指して 

～中学 2年生「連立方程式の解き方」の小単元内自由進度学習の実践から～ 

 

塩尻市立丘中学校 小川敦嗣 

 

１ これまでの授業を振り返る中で感じたこと 

 「どの授業でも問題を先生から出してみんなで解いているけれど、そういう授業ばかり

でいいのかな？」 

今年度、数学の授業を受けもつことになった２年生から言われた。たしかに私の授業で

は、その時間の【学習問題】を私が提示し、生徒から出てきた解決の見通しをもとに【学

習課題】を設定し、全体追究の中で本時の重要なポイントを生徒と確認しながらまとめる

という形の授業を行ってきた。このような授業の「型」自体は、悪いわけではないと思う。

見通しを共有して、新たに分かったことやポイントをまとめる授業は、生徒にとって分か

りやすい授業である。実際、授業評価アンケートを見ると、多くの生徒が「授業がわかる」

という項目に肯定的な回答をしている。 

このように授業を進めてきた私は、生徒が意欲的に数学の課題を追究できるようにと、

【学習問題】の工夫や発問の吟味に力を入れてきた。例えば、変化する２つの数量関係を

一次関数とみなして問題を解決する場面では、私自身のダイエットの結果をもとにあと何

時間走れば目標体重になるかを考える問題を設定した。このとき、ありのままの担任のラ

ンニング時間と体重変化のデータであることから、興味をもち真剣に追究する生徒の姿が

多く見られた。数学の授業で学んだことを活用して日常場面の問題を解決する面白さを実

感している生徒の姿に手ごたえを感じた。 

一方、この授業の中で A 生は、導入部分では題材に興味を示し発問に対しても思いをつ

ぶやくなど反応していたが、データを元に式やグラフから答えを導き出す場面になると机

に伏せてずっと寝ていた。どのようにしたら、A 生のように数学に苦手意識のある生徒も

自分の力で課題を解決しようと前向きに取り組めるのだろうかと、考えさせられた。 

ダイエットの授業のように学習してきた内容を活用する場面では、２つの数量関係をグ

ラフや式に自由に表すことができる知識や技能の定着が必須である。しかし、これまでの

授業では、ノートは丁寧にとっているのに、内容は全く理解できていないという生徒もい

た。また、友だちの考えを写すだけで、自分から手と頭を動かして課題に取り組む意欲が

少ない生徒もいたように思う。 

思考の基礎となる技能の定着場面で、もっと生徒一人ひとりが、自分のペースに合わせ

てとことん追究するような授業はできないだろうかと考えるようになった。生徒一人ひと

りが、自分で考え試行錯誤しながら技能を身につけることができたら、活用問題にも自信

をもって取り組めると考えたからだ。 

「どの授業でも問題を先生から出してみんなで解いているけれど、そういう授業ばかり

でいいのかな？」という生徒の言葉を受け、もっと生徒自身が今の自分に必要だと感じる

課題を自分で選び、学習できる機会を設けて良いのではないか。私が前面に立って授業を

進めるのではなく、指導の個別化を行い、その中での生徒一人ひとりの学びの姿をみたい

と思うようになった。 

  

２ 『方程式の解き方』の小単元で行った自由進度学習の反省 

 一人ひとりが必要だと感じる課題を自分で選び学習できる授業をしてみたいと考えてい

た私は、昨年度中学校 1 年生の「方程式」の単元で、自由進度学習を取り入れることにし

た。ただし、単元全体を自由進度にするのではなく、『方程式の解き方』の小単元（3 時間
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扱い）で取り入れることにした。『方程式を解く（技能）』を身につけることをねらいとし

た小単元は、自分のペースで学習を進めた方が、理解も進むのではないかと考えたからで

ある。 

啓林館の教科書では、『方程式の解き方』の小単元では、移項の意味を学んだ後、左辺か

ら右辺または右辺から左辺に移項をして解く方程式、（   ）のある方程式、分数をふく

む方程式と段階を追って、複雑な方程式を解けるようにしていく構成になっている。 

私がこれまで行ってきた一斉授業では、「はい、今日は分数の方程式を解くよ」と私が問

題を出し、生徒が解くための見通しを発表し、それを受けて【学習課題】を設定していた。

その後、グループ追究、全体追究と進み、最後に学級全体で分数の方程式の解き方のポイ

ントをまとめていた。極々一般的な授業の「流し方」である。しかし、方程式の解き方の

定着具合は、学級内でもバラバラである。苦手な生徒にとっては、最初の移項を使った簡

単な方程式の解き方の理解も十分でない中、分数の方程式を解くことはとても難しく、解

決の見通しをもつことさえままならない。それでも一斉授業は進んでいくので、仕方なく

理解は十分できていない中でノートに友だちの考えや板書を写すことしかできないという

状況であった。また、得意な生徒の表情を見ると、分かり切ったことを質問されて、周り

のペースに合わせて時間をかけてたった 1 問の方程式を解くことに退屈さを感じているの

ではないかと思われた。 

そこで私は、『方程式の解き方』の小単元（3 時間）を自由進度学習で進めることにした。

具体的には、以下の①～⑥の段階を提示し、3 時間後に②～⑥の方程式を自分の力で解け

るようにすることが目標であることを伝えた。ただし、①「移項の意味と方法についての

学習」は一斉授業で行い、クラス全体で移項の意味や、方程式の解き方の基本を学習した。

これは、②以降の問題を解くときの基本となる考え方で、ここを理解していないと方程式

を解くことができないことはもちろん、グループ追究なども円滑に進まないと考えたから

である。 

①  移項の意味と方法について学習する。（一斉授業） 

②  3 𝓍＋20＝5  

③  7 𝓍－2＝6＋3 𝓍 

④  7(𝓍－5)＝9 𝓍＋1 

⑤  0.3 𝓍＋2＝0.1 𝓍＋1.6 

⑥  
𝓍＋1

3
 ＝ 

1

4
𝓍＋1 

また、授業の進め方については、デジタル教科書（教師用）・年度当初に購入した問題

集・教科書は自由に使って良いこととした。解答を見るのも自由、自分でもっと解きたい

と思った問題は、問題集や教科書の問題を使って練習するように指示をした。また、グル

ープ追究でも、個人追究でも良いこととし、いつでも誰とでも相談して良いことにした。

追究する場所も限定せず、席を自由に移動して良いことにした。 

さらに、個人で分からない生徒は、「前の黒板で私が指導をするから、一緒に学習しよう」

と声をかけた。結果として、数人の生徒が前に来て私と一緒に学習を進めた。個人で追究

する生徒もいれば、友だちと机を並べて相談しながら追究する生徒もいた。学級全体とし

て生き生きと追究しているように見えた。特に、私が個別に指導する必要があると考えて

いた生徒が、前の黒板で私と一緒に学習をしていたので、個別に手を入れることもできた

と感じていた。 

 3 時間後、黒板の前での個別指導も終わったので、他の生徒の追究の様子を見に行って

愕然とした。ほとんど解けていないまま友だちと雑談をしている B 生がいたのだ。グルー

プで追究していた B 生は、3 時間が終わる段階で、ほとんど方程式が解けない状態であっ
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た。方程式を解くことはできないのに、教師の所へ質問に来ることもしない。追究の見通

しがたたないまま、3時間をおしゃべりして過ごすしかなかった B生。B生のような生徒が

他にもいたのかもしれないと思うと、自由進度学習を取り入れたこと自体をもう一度見直

さなくてはならないと感じた。 

 私は、この実践をレポートにして、信濃教育会教育研究所の 2 年次研究の場で発表をし

た。「個別最適な学びと協働的な学び」（東洋館出版社 2021）の著者である上智大学の那

須正裕先生にレポートを読んでいただき、ご指導いただくことができた。奈須先生からは、

次のようにご意見をいただいた。 

  

＜奈須先生のご指導の概要＞ 

自由進度学習においては、先生は全体を見ていなくてはならない。課題を与えて解かせ

ている間に、困っている生徒を前に集めて授業をしているのは自由進度学習ではない。指

導の個別化を目指すのであれば、子どもたちがアクセスできるもの、ヒントになるものを

たくさん準備しておくことが必要である。例えば、「生徒が追究する際の拠り所となる解説

動画を動画サイトから見つけてきて URL を生徒に伝える」、「学習プリントを用意する」、と

いった準備をしていたのか？それがなければ、生徒が「先生教えて」と言ってくるのは当

然である。 

 

奈須先生のご指導を受けて、私の取り組みは自由進度学習ではなく、ただの放任だった

のではないかと改めて反省した。 

 

３ 昨年度の反省に立って、今年度行った授業準備や工夫 

自由進度学習について学び直そうと、もう一度「個別最適な学習と協働的な学習」を読

んだ。山形県の天童市立天童中部小学校では、「マイプラン学習」という個別最適な学習に

取り組んでいる。「マイプラン学習」では、児童が追究していく際の拠り所となるように

「学習のてびき」が用意されていた。「学習のてびき」をもとに、児童が自分で単元全体の

見通しをもち、計画的に学習を進めていくのである。児童が立てる学習計画の中には、ど

こまで学習が進んでいるのか教師が把握できるチェックポイントも設けられていた。また、

児童が追究する際に、拠り所となる教材も複数準備されており、それらを児童が自由に選

択しながら、学習に取り組めるような学習環境の整備を行っていた。 

この「マイプラン学習」を参考に、今年度、中学 2 年生の「連立方程式」の単元で、小

単元内自由進度学習（6時間）を行った。以下、私が準備した内容である。 

 

＜今年度の自由進度学習で準備した内容＞ 

◎「学習の手引き」の準備 

子どもたちに教科書の内容を踏まえながら

学習を進められるように、【学習カード】を

綴る形で「学習の手引き」の冊子を用意し

た。（右図は内容一覧表） 

この「学習の手引き」には、計画表もつい

ており、各自で見通しをもって計画的に学習

を進められるようにした。【学習カード】

は、２つの式を足すか引くかすれば連立方程

式が解ける問題から、（  ）を含む式があ

る連立方程式や代入法で解く連立方程式な

図 
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ど、８つのタイプ分けて作成してある。また、生徒が連立方程式を解く上で注目して欲し

い点や考え方などについて記述する欄も設けることで、ただ解を求めるだけでなく、そこ

で使った数学的な見方や考え方にも生徒が意識できるようにした。 

これら８つの【学習カード】を進める中で、私にチェックを受ける箇所を２か所設け、

そこでは確認テストも行うことにした。これは、昨年度の反省に立ち、チェックポイント

を設けることで、各生徒の進捗状況に加えて、定着度合いを私が把握できるようにするた

めである。 

 

◎ 解説動画の準備 

「学習の手引き」は、前述のように、８つに

タイプ分けした問題で構成されている。それら

の問題に適した解説動画を動画サイトから探し

たが、説明が省略されていたり、問題が少し違

ったりしていて、「学習の手引き」に合わない動

画ばかりだった。 

そこで、「学習の手引き」の各学習カードの最

初の問題について、私が黒板で解説をする動画

を撮ることにした。（右写真）撮った解説動画

は、ロイロノートの資料箱に入れておき、必要

と思えば生徒がいつでも見られるようにした。                              

 

◎ デジタル教科書（教師用）の利用 

デジタル教科書（教師用）の URL をクラスルームで送り、教科書の問題の解答を確認し

たり、解説を見たりすることが自由にできるようにした。（昨年度と同様） 

 

◎ 各学習カードの内容に特化した練習プリントの準備 

それぞれの【学習カード】に沿った練習プリントを作成した。解き方（加減法や代入法）

別に練習プリントを用意することで、自分の学習進度や必要に応じて、その解き方だけを

繰り返し練習できるようにした。プリントは、学習を進める際に、どのタイミングでも、

どの解き方についてのプリントでも選んで自分で練習ができるようにした。 

例を挙げると、【学習カード３】の最初の問題は次のようにしている。 

 3 𝑥 －4 𝓎＝－4  …①  

 2 𝑥－ 𝓎＝  4  …② 

これは、②の式を 4倍することで、ｙの係数を揃えてｙを消去する問題である。 

練習プリントでは、同じように片方の式を何倍かすることで、文字を消去する問題だけ

を 12 問用意した。このように、式を足せば文字が消去できる問題のみ 12 問、どちらかの

式を何倍かすると係数がそろって消去できる問題のみ 12 問のように同じ方法を使えば解を

求められる連立方程式だけを何問も集めたプリントを用意し練習できるようにした。苦手

な生徒にとって、同じ方法で何度も連立方程式を解いていくことが定着にもつながり、「で

きた！」・ 「わかった！」と実感できることにもつながると考えた。全員が年度当初に購入

した問題集では、片方の式の係数を揃えて解くことと、両方の式を何倍かして係数を揃え

て解くことを同じページで扱っているため、パターンを繰り返し練習するには、問題数が

足りないと考えたからでもある。 

 

 

自作の解説動画 



5 

 

◎ 学習カードの提出先の準備 

ロイロノート内に「学習の手引き」で解いた問題を送る提出箱を用意した。「学習の手引

き」の問題には、 （カメラマーク）がついた問題がある。 

 

これは、問題を解いたら自分の解法をロイロノート

で写真撮影し、提出することを意味している。提出箱

は、回答が共有されており、提出された写真を、いつ

でも誰でも自由に見られるようにしてある。そうする

ことで、追究で困った時には、先に解いている友だち

の追究を手掛かりにして課題に取り組めるようにし

た。また、写真を見れば提出者が誰か分かるので、そ

の友だちに直接質問もできるような仕組みにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のような準備をした上で、自由進度学習の進め方として、生徒たちには以下の点を

伝えた。 

● この小単元は、先生が一斉授業で教えることはしない。自分たちで学習を進めていく。 

● 個人で課題を進めても良いし、友と一緒に追究しても良い。 

● 「学習の手引き」に沿って課題を進めるが、動画・教科書・友だちの投稿写真など、

自分の分かりやすいと感じる教材を利用して学習して良い。 

● 練習プリントも用意してあるので、自分が練習したいタイミングで、必要に応じて練

習することもできる。 

● 場所は教室の中で行うが、席は自由に移動して良い。 

● 振り返りは、毎時間提出する。ただし、授業後にその時間を振り返る形ではなく、こ

のことが重要だなと感じたことがあった時など、授業後に限らず、自分のタイミングで

記入して提出して良い。 

これらの準備とオリエンテーションを経て、「連立方程式の解き方」の小単元（6時間扱

い）の自由進度学習に入っていった。 

 

４ 授業の実際 

誰とでもどこでも学習して良いことにしていたので、始ま

ると個で追究する生徒もグループで追究する生徒たちもい

た。グループで追究している生徒たちも、机は合わせている

ものの解説動画を見る生徒、練習問題に取り組む生徒などそ

れぞれに活動し、必要な時だけ相談していた。また、一人で

追究している友が提出した写真を見ながら自分の追究

の方向を確認したり、答えを確認したりしていた。 

生徒の写真が見られる提出箱 

解けたカードを写真に撮る生徒 

個人で学ぶ子もペアで学ぶ子もいる 
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教材を様々に準備したことで、拠り所が多いため、動画で理解ができなくても、デジタ

ル教科書を見るなど自分の理解度に合わせて様々な教材にアクセスする姿が見られた。ま

た、苦手な生徒も粘り強く追究することができていた。結果として、机間巡視中に、「先生、

ここどうやるの？」と生徒から聞かれることは一度もなかった。 

特に動画をみている生徒は多かった。困ったらまず

は動画を見ようとする姿があった。昨年度は、追究に

困った生徒や困りそうな生徒を教室の前に集めて、私

自身が教えていた。しかし、周りの目を気にして前に

出てこられなかったり、気を使って何度も質問するこ

とをためらったりすることもあったと思う。動画だと

私の解説を自由に何度も見ることができる。分からな

かった部分を分かるまで繰り返し見て、説明を一つひ

とつ理解しながら、課題に取り組むことができるのも

動画の良さだと思う。実際、「動画が分かり易い」と言っ

てくれる生徒が何人もいた。「学習の手引き」と同じ問題

を解説していることも良かったのではないかと考える。 

授業が進み、進度に差が出てくると、先に写真を提出した友

だちの【学習カード】を手掛かりとする生徒も増えてきた。ま

た、友だちの写真を見て、直接に友だちに聞きにいく生徒もい

た。最初は、仲良しなど話しやすいメンバーで集まって勉強す

るグループが多かった。しかし、提出箱を見ながら先に進んで

いる友だちに声をかけ、アドバイスをもらうグループも出てき

た。 

「学習の手引き」に沿って追究を進め、提出箱に写

真を提出することで、誰がどこまで終わったのか一人

ひとりの進度がわかるようになった。すると追究が止

まっている生徒が誰なのか把握することができるよう

になった。私は、追究が止まり、でも質問もできずに

いる生徒に声をかけることができた。私は、授業１時

間をすべて使って、その生徒と一緒に個別学習をする

ことができた。各自が自分で追究することができる学

習環境を整えたことで、私に質問してくる生徒が 1 人

もいないからこそ、個別の支援を必要としている生徒

にじっくり向き合うことができた。 

一方で、協働的な学びの姿も見られた。 

 3 𝑥 －4 𝓎＝－4  …①  

 2 𝑥－ 𝓎＝  4  …② 

上の連立方程式を解く場面で、C 生は、①の式を 2

倍、②の式を 3倍にすれば解けると考えていた。一方、

D 生は、②だけを 4 倍すれば解けるのではないかと考え

ていた。グループの中で、最初、C 生は D 生の考えを理

解できていなかった。しかし、話し合う中で、②の式

を 4 倍するだけでも、𝓎の係数をそろえて消去できるこ

とに気づき、より簡単に解を求められる友の考えの良さ

を実感していた。 

動画を見ながら学習する生徒 

グループにアドバイスをする 

グループ外の生徒 

追究の止まっている生徒と 

確認しながら学習 

同じ問題のより良い解法につい

て議論する生徒たち 
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一人ひとりのペースに合わせて追究できるようにと準備を進めてきたが、授業の中では、

このように、どのような解き方がより速く、簡単な解き方かといった議論が生まれる場面

もあり、協働的な学びにもつながっていた。これは、ただ生徒に任せるのではなく、「学習

の手引き」という共通の課題に取り組み、同じ問題を友と共有していたからこそできたこ

とだとも思う。 

５ まとめ 今後に向けて 

今回の 6 時間の実践の中で、一斉授業では見られない生徒の前向きな取り組みが見られ

た。昨年度に比べても、生徒が自分の力で解こうと試行錯誤している姿が格段に多くなっ

たように感じた。 

これまで出会った数学に苦手意識をもっている生徒の様子を思い返すと、板書を一生懸

命写し、練習問題も友だちのノートを見ながら解いた気になっていることが多かったよう

に思う。しかし、自由進度学習を行った 6時間、苦手な生徒も 50 分間自分で手を動かし、

頭を働かせて問題に取り組んでいた。学習カードの 1 枚目、２つの式を足すか引くかすれ

ば文字を消去できる加減法は比較的に簡単に解くことができる連立方程式である。苦手だ

と感じている生徒が、その連立方程式を何度も書いたり消したりしながら課題に取り組ん

だ末に、自分の力で解けた時の顔は、とても晴れやかであった。 

参観した先生方からも、『雑談することなくクラスの全員が、一人ひとり 50 分間集中し

て学習に取り組んでいる。自由進度学習がちゃんと成立していると感じた。』という感想を

いただいた。生徒たちからも「こういう風に授業を進める方がよかったです」と前向きな

声がたくさん出てきた。 

このように個別最適な学びを実現することができたのは、ロイロノートといった ICT 機

器があったからこそである。自分が見たいタイミングで、見たい動画を自由にみることが

できること、カードを写真に撮って提出し、提出箱を自由に閲覧できるようにしたことで、

友だちのカードを自由に覗き見ることができるようになったことなどは、ロイロノートが

あってこそ実現できたことだと言える。 

定期テストの平均点では、他のクラスに比べて、２、３点上なだけでほぼ変わりはなか

った。しかし、数学を学ぶことに対して前向きな生徒の姿をみると、自由進度学習は、「学

ぶ」ことそのものの楽しさを実感する良い機会になったのではないかと思っている。 

今年度、2 年生で自由進度学習を行なったのはこの 6 時間だけである。連立方程式を利

用して文章題を解く活用の場面は一斉授業を行った。グループ追究で意見を出し合ったり、

全体追究の中で等しい数量関係を図や表に表し整理することの良さを共有したりした方が

良いと考えたからである。このように、どの場面でならば、生徒に委ねて授業を行えるの

か、その見極めと教材研究には、教師の専門性が求められていると思う。生徒一人ひとり

が意欲をもって粘り強く追究する姿からは、学ぶということそのものの価値を味わってい

るように感じた。それこそが、自由進度学習で学ぶ魅力なのだと思う。これまでの自分の

授業に加えて、生徒一人ひとりが自ら求めて選び取り学んでいく授業場面を今後も取り入

れていきたい。 

 


